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l月の実弾射撃

陸上自衛隊大村部隊で実施す

る実関射鞍の 1月実施場所治

よび日程 肱つぎの とお bです
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新
年
あ
け
ま
し
て
治
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す。

る
こ
と
に
な
り
、
大
村
市
は
昨
年
九
月
十
五
日
モ
の
指

本
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

年
頭
に
あ
た
一
定
を
う
け
ま
し
た
の
で
産
業
振
興

の
た
め
の
工
場
を
誘

り、

心
か
ら
ゐ
祈
h
y

い
た
し
ま
す
。

一致
す
る
こ

と
が
容
易
に
在
り
ま
し
た。

ご
承
知
の
よ
う
に
大
村
市
も
昨
年
で
満
ご
十
年
を
迎
一

本
年
か
ら
大
村
市
の
課
題
と
し
て
取
組
ま
ね
ば
な
ら

え
、
い
よ

い
よ
成
人
と
し
て
の
才
二
年
目
を
迎
え
た
わ
一
な

い
こ
と
は
こ
れ
ら
施
設
、
制
度
の
完
成
に
よ
っ
て
、

け

で

あ

り

ま

す

。

'

一
い
か

に
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
よ
り
以
上
の
産
業
拡
大
と

昭
和
三
十
七
年
に
は
懸
案
と
在

っ
て
い
た
萱
瀬
グ
ム
一

教
育
、
文
化、

社
会
福
祉
の
向
上
そ
の
ほ
か

い
ろ
い
ろ

の
完
成
を
は
じ
め
、

県
立
王
業
高
校
の
開
校
、

大
村
火
一
と
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
b
ま
す
。

力
発
電
所
二
期
拡
張
工
事
の
開
始
在
ど
産
業
振
興
の
基
一

従
来
ま
で
は
机
上
に
ゐ
け
る
画
像

ιす
ぎ
・
な
か
っ

た

礎
が
着
々
と
確
立
さ
れ
、
ま
た
各
種
学
校
の
整
備
に
よ

一夢
も
国
、
県
の
協
力
に
よ
っ
て
具
体
化
す
る
よ
う
今
年

っ
て
教
育
都
市
と
し
て
の
形
態
を
立
派
に
作
り
上
け
た

一
は
大
い
に
頑
張
り
た
い

も
の
で
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

一

新
年
を
迎
え

る
に
あ
た

b
大
村
市
の
発
展
の
た
め、

ま
た
、
国
で
は
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
を
制

一こ
れ
ら
の
諸
問
題
と
と
り
く
み
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

定
し
、

企
業
の
立
ち
治
く
れ
て
い
る
地
域
の
促
進
を
図一

御
協
力
を
得
て
実
現
に
過
進
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

議筋
炉
ー多
、ィハ
泌ペ
j

ン
バ
ゾJ人
。
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づ
乃
ノ弘
1
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大
村
市
が
繁
栄
す
る
為
に
は
、
在
来
の
農
業
に
依
存

一様
左
大
転
換
期
に
あ

る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で、

貿
易
自

し
た
都
市
か
ら
工
業
K
依
存
し
た
都
市

へ
と
体
質
改
善一
由
化
問
題
を
中
心
と
し
て
内
外
共
に
容
易
な
ら
ぎ
る
事

を
は
か
る
こ
と
以
外
に
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
為
に
一態
に
当
面
し
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
か

は
遠
大
友
構
想
を
た
て
青
写
真
を
つ
く
b
、
モ
の
上
で一
り
間
違
え
ば
高
度
成
長
が
過
熱
と
在
り
、
恐
慌

へ
と
逆

基
礎
工
事
を
注
し
建
物
を
組
み
た

て
て
ゆ
く
こ
と
で
す

一転
し
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
と

に
角
内
外
共
に
楽
観

幸
い
本
市
は
さ
き
に
国
の
「
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促

一は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

進
法
」

の
指
定
を
う
け
将
来
の
繁
栄

へ
の
誘
導
路
が
開

一

か
よ
う
な
事
態
の
中
で
市
民
各
位
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己

け
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
地
な
ら
し
を
し
、
基

一の
暮
し
を
建
設
さ
れ
つ
つ

そ
の
上
に
大
村
市
の
建
設
に

礎
工
事
に
着
工
す
る
と
こ
ろ
ま
で
た

E
h
つ
い
た
わ
け

一
協
力
し
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
昭
和
三

で
す
。

一十
八
年
も
決
し
て
平
坦
在
る
舗
装
道
路
で
は・
な
い
で
し

し
か
し
い
か
在
る
場
合
で
も
繁
栄
へ

の
道
は
常
に
平

一ょ
う
。
し
か
し
ま
た
前
途
に
は
希
望
も
あ
る
の
で
す

坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一苦
し
み
も
ま
た
楽
し
み
と
し
て
手
を
た
づ

き
え
て
辛
抱

最
近
の
日
本
は
徳
川
末
期
む
「
黒
船
入
港
」
当
時
と
同
一
づ
よ
く
歩
こ
う
で
は
あ
b
ま
せ
ん
か
:
::



と
の
ほ
か
、
市
の
単
独
事
業
は
.

潮
路
十
七
カ
所
、
阿
川
ニ
十
六
カ

所
、
橋
梁
三
カ
所
、
水
路
一
刃
所

が
あ
り
、
総
工
費
は
四
百
十
八
万

七
千
円
で
す
。
(
題
般
幌
)

(二〉

水
害
復
旧
工
事
費
の
査
定
終
る

総、
額

約
六
億
六
千
八
百
万
円

(才341号)

十
何
市
刊
は
昭
和
三
十
七
年
七

町
八
円
の
大
雨
に
よ
り
被
持
品
v

つ

け
十
刷
所
を
同
早急
に
復
旧
す
る
た

め
、
水
害
血
税
t
り
復
旧
主
事
の

寄
定
山
中
備
公
行
っ
て
お
り
ま
し
た

村
単
備
が
お
わ
り
、
国
の
査
定
の

川町果
、
土
木
、
農
株
関
係
m
復
旧

て
事
費

υ
総
額
が
六
億
六
千
八
百

二
心
開
万
六
千
円
と
決
り
ま
し
た

そ
の
内
わ
村
伐
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

被
害
個
所

道
路
N
七
カ
所

橋
梁
H
r一一
カ
所

河
川
H
百
九
カ
所

復
旧
工
事
費
査
定
総
額

u一一億

七
千
五
百
一
一
平
万
五
平
円

工
事
計
画

一一一
十
七
館
度

u一一一劃

三
十
八
年
度
H
宜
劇

建
設
縁
関
係

レ
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行の灰各国独がコロプ%+六高 t I 
なす血家をで含 ン類争で・年いば言
わいが庭ぬはまロにいい七度率 乙 i
れがあや いタ れてrはをつ%県盈 に
てらり事て パ て ど 惜し も、全市よ
いのま務い コい あ無 てコ大国しる E
る処す桝るはまら コいン村のて火 E
で理がにの断すゆニノ烹ロで火お災 E
しは、はで然のるロず類は災りは言
よ安タ多す他でコ、.と約件、例 2

う全 パ く。の、ン 石コト十数完年函
かにコの 原単ロ油 ンッニの十、喜

①、 あとれ注こにたてどと 3
灰灰 ι らがた惑のもばいがど i
皿血意廷 U りにとお乙る不f2. ~ 

5議す宅E占宅忠室長老章表
話きミ音信産苦参宗壁手足芸
?とですでこ プいわ ra:-.げ そ
ろ ・ c ベ あ巷 おがれは 捨の
包 が ま歪ずき 会室主 主 i手
デ .でかるわをす百 b と
ザ りす巻乙す末 、長 託丈

優良納税組合を表彰

一一
一
+
九
年
度
H
一、一割

の
一
一
一
カ
年
計
画
で
、

施
行
順
位

は
道
路
、
橋
襲
、
阿
川
向
順
で

す。ゴマ
十
七
年
度
の
工
事
予
定
は

遍
路
日
久
樟
五
ノ
郷
館
、
南

川
内
線
、
黒
木
線

橋
梁
H
矢
次
橋
、
革
石
橋
、
河

内
橋
、
南
川
肉
橋
な
ど

河
川
H
大
谷
川
、
郡
川
、
佐
奈

川
内
川
、
玖
島
川
、
野
田
川

農
林
謀
関
係

被
害
個
所

施
設

u九
十
四
カ
所

農
地

u一一
一
十
地
区

復
旧
工
事
査
定
総
額

掘
設
の
分
H
一
一
一
億
七
千
六
百
八

十
一
一
一
万
一
一
千
円

農
地
の
分
H
一
千
六
百
十
万
九

干
円

工
事
計
画
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実百事と 週今橋 1117.J<さの
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すす十十市周 野卒、 T “lLJl止
・で九五の木 田小越聴 さ四士主

農 に万地単、 三川川予 割割密tJ
樫 工 ー 区独原 璽、内定
際事千、事口 井玖、は
を八工業、 田島瑞

= ，関投な人使に来地と十調
三保票お員用行年万のコ製今
E区区今数さなの選名月の年
域を聞はれわヤ挙縛ニ基の
の培、別まれ二なは十本九
E人設つ表する月ど来日選月
はしぎの。公十今春確挙十
、まのと名職九後同定人五
=っ しとお縛の日一月 L...名目
ぎたおりの選ま年執ま簿現
ーののりで登挙 で閲行しが在
選でニす録にのた、で

i翠
挙
管
E瑚
蚕
E貝
会

二
投
票
区
を
増
設

基
本
選
挙
人
名
簿
も
確
定

一⑧一一

昭
和
三
十
七
年
度
納
税
組
合
の
一
合
・
赤
佐
古
納
税
組
討
・
松
尾
納

昭
和
一
一
平
八
年
六
月
二
日
か

表
墜
を
信
士
一
月
六
日
午
後
二
時
一税
組
合
・
市
役
所
職
域
納
腕
組
合

ら
六
月
二
十
二
日
ま
で
(
口

か
ら
閉
館
婦
で
行
い
ま
し
た
・

一
・
モ
デ
ル
シ
宮
ツ
プ
納
税
組
合

・

答
試
験
)

被
表
彫
組
首
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
一
水
計
納
税
組
合
・
箕
島
納
税
組
合

ム

願

書
提
出
問
限

u昭
和
三
十

ず。

一
ト
新
暗
殺
組
合
・
池
田
納
税
組

八
年
一
月
十
五
日
ま
で

一
か
つ
て
子
供
の
乙
ろ
か
ら
い
ま
一う
し
、
と
ら
、
う
:
:
」
の
十
二

一合
・
坂
口
納
税
組
合
・
水
回
納
税

な
お
、

鮮
細
じ
つ
い
て
は
商
一
だ
に
忘
れ
ず
に
い
る
の
が
「
ね
、

一支
で
あ
る
。
現
代
で
は
カ
レ
ン
ダ

月

連

続

表

彫

一軒

盟

諸

諮

問

一れ

は

泣

い

す

枯

れ

て

円

諮

り

同

尻

町

一

七

時

い

住

咋

叫

…

一

耕

一即

日

訪

れ

れ

同

日

一
納
税
宮

古

納

税

組

合

・

上一
ば
例
年

一
月
十
五
日
を
記
念
し
て
月
十
五
日
ま
で

包

生

省

入

所

わ

募

集

出

し

ま

す

O

(

保
険
衛
生
課
尚
一昔
な
つ
か

υい
十
二
支
の
特
徴
あ

若
襲
納
税
組
合

・
今
富
一
説
組
合
一
眼
窓
組
合
・
原
納
税
組
合
・
一
成
人
式
場
挙
行
す
る
と
と
に
し
て
成
人
式
に
は

平

索

の

ム

鼠

患

日

H
昭
和
三

十

八

年

②

応

重

点

一

一

一

仁

三

明

日

計

り
切

り

U

喜

納

税

組

首

一何
時

間

十

間

何

時

間

一泣

い

認

可

詩

的

制

服

装

で

一
月
三
十

一
日

(
学
科
)
同
一
月
九
同

一
っ
た
が
、

あ
の
や
さ
レ
い
自
を
し

優

良

納

税

組

合

一器

諮

問

躍

口十
一事
情
で
興
宗
届
い
て
い
な
い
大
村
市
連
合
婦
人
会
は
十
二
月

八

ム

長

信

諮

問

三

時

駐

在

日

比

臨

時

誤

認

可

ムロ・

弥
勤
寺
納
税
組
合
・
車
場
納
一
か
た
で
妥
当
さ
れ
ゐ
人
は
ぜ
ひ
自
の
定
例
ー
で
つ
ぎ
の
乙
と
を
き

区
市
谷
河
田
町
八
番
地
入
植
胞
般
お
よ
び
霊
堂
一色
C
あ
る
よ
う
そ
。

祝
崎
納
税
懇
ロ
・
申
毘
下
納
税
一
税
組
合・

2納
税
組
曾
・
宮
本
一ご
出
席
左
京
。

め
ま
し
た

通

商

産

業

省

主

警

所

な

建

装

C
し
て
自
己
負

量

一

と
の
兎
が
制
餅
を
つ
く
と
い
う

組
合
・
本
小
路
納
税
組
合
・
外
浦
一

納

税

組

合

一

命

日

一
月
十
五
日
十
時
よ
り

}
月
十
五
日
の
成
人
式
に
出
席
す

お
詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
水
五
十
六
万
円
以
上
と
入
植
後
干
月
さ
き
今
日
内
蓄
科
学
は

小
路
納
税
組
合

・
札
ノ
町
納
税
組一

翁

章

一ム
場
所
大
村
市
中
央
公
民
舘

る
人
の
服
装
は
、
各
人
の
自

由

で

産

際

ま

で

{商

工

水

産

管

の

必

要

経

費
を
充
分
調
達
可
一

EJ
「
月
に
兎
ぷ
い
な
い
」
こ

.

す

が

、

な
る
べ
ぐ
派
手
に
な
P冠

能
で
あ
る
乙
と
そ
の
他
く
わ

/
f

一

一

と
を
証
明
す
る
現
代
で
あ
る
か
ら

、

山

一

い

よ

う

に

呼
び
か
切
る
乙
と
。
そ

諌

早

干

拓

地

の

し
い
と
と
ほ
農
林
融
へ
お
間
一

イ
ン
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
水
を
入
れ
て
お
く
の
も
一
つ
が
一
番
ず
の
で
す
。
と
く

川
一
乙
で
舷
当
す
る
か
た
が
た
は
で
き
入
植
者
を
募
集

合
せ
く
だ
さ
い
。

一あ
ま
り
夢
の
よ
う
な
非
科
学
的
な

純

片

付

駐

日

刊

日

刊

行

り

い

れ

れ

刊

誌

時

郡

山

叫

が

尚

一

一

九

日

ぺ

釘

往

時

日

①
募
集
戸
数
H
八一戸

(蝿

章

一時

日

訴

状

山

片

山

②
つ
ね
に
掃
除
じ
て
お
く
と
と

灰
皿
で
は
す
ぐ
に
一
ば
い
官
き
は
本
人
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
…
一
参
列
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ

農

業

実

習

生

を

力

り

フ

オ

ル

ニ

ヤ

ヘ
派

遣

一迷
信
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。

灰
皿
に
す
い
が
ら
が
山
に
な

な
つ

て
し
ま
い
危
隙
で
す
.
ら
な
い
の
で
ま
わ
り
の
も
の
川
一

一

・

一

も
っ
と
も
今
回
で
は
蝿
村
で
も

一
う
@

(
数
育
置

き

一

国

際
鍾
友
告
で
は
農
薬
習
生
と
一
果
樹
、
甜
菜
、
襲
、
肉
牛
飼
育
一

た

ば

こ

と

火

災

一一

詩

吟

二

計

量

士

国

家

試

験

が

一

し

て

望

書

青

壮

雲

章

一

養

鶏

一

完

封

訪

れ

れ

度

た

ば

こ

は

や

め

ま

し

ょ

う

出

火

原

因

山

一

実

施

さ

れ

ま

す

一軒
限
れ
れ
ば
れ
開
設
協
同
下
講
習
会
、
研
修
会
一
さ
ん
の
防
寒
服
三
は
動
物
怪

っ
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す

水

そ
入
れ
て
火
が
す
ぐ
消
え
①
タ
バ
コ
③
コ
ン
ロ
類
…
一

通
商
産
業
省
で
は
つ
ぎ
に
よ
り
一
の
成
果
を
活
用
し
て
自
家
経
営
の
一
ム
申
込
期
眠
は
昭
和
三
十
八
年

二
蛋
臼
の
食
糧
源
に
と
、
広
く
飼
む

と
れ
で
は
灰
皿
の
役
目
は
は

る

1
う
に
し
て
お
委
し
ょ
③
火
遊
び
④
た
実

態

…
一
益
事
国
家
試
験
巷
行
い
ま
す
一改
善
そ
実
行
さ
せ
る
と
と
も
に
麗
一月
十
七
日
ま
で
、
そ
の
他
く
わ
し
一れ
、
ま
た
よ
く
食
べ
ら
れ
た
も
の

た
せ
ま
せ
ん
い
つ

も

掃

除

ろ

H

一

一

一

一で
あ
っ
た
。

し
て
き
と
と
が
大
切
で
す

④
寝
た
ば
乙
は
や
め
る
と
と
。
突
③
放
火
⑦
マ

ッ
チ
、
ラ
川
玄
鼠
験
日
昭
和
一
ニ
十
八
年
三
業
近
代
化
の
推
進
者
と
し
て
活
動
一
い
と
と
は
市
農
鉢
観
へ
お
た
ず
ね
十

と
ζ
ろ
が
「
兎
室
食
べ
る
と

⑨
水
キ
入
れ
て
お
く
に
と
、

灰

た

は
乙
に
よ
る
火
災
の
申
で
イ
タ
l

川
内
燃
機
関
雪
山
一
月
二
十
七
日
と
一
ユ
月
二
十
八
す
せ
あ
た
が
通
ず
る
も
の
で
す
一
く
だ
さ
い
。

一コ
一
つ
口
の
子
供
が
生
れ
る
こ
と

血
者
有
効
に
使
う
た
め
に
砿

も

、

寝

た
ば
乙
に
よ
る
も
の
た
つ
⑩
取
灰
(
消
防
本
部
}
川

一
日
{
筆
記
誌
鹸
)

一〈
一農
業
実
習
日
そ
さ
い
1

、
花
き
、

F

農
林
課
)
一い
つ
で
妊
婦
に
は
兎
の
肉
治
絶
対

成
人
と
な
る
皆
さ
ん

ヘ

域間お第向久第宍安?を
広よ二木原十 V~ 託ろ
22び十場 九勺醤
e北投の後投 弓15
平野票区木禁 iL雲
原岳区域場区 注闘
の 11 上 11 帯宍
区野南 下上だ に

基亭退学人名笠登録人買数 ~ß7. 1 2.20 ほ足

.!iI.量li 設費u骨子5U晶鍬 努 tI: 計

1 今村公民宮古 224 268 492 

2 三 浦お~紛 219 265 14瓦
3 全告白忠告え前 663 790 1453 

大来村，1、、掌 F老E長 931 1123 2060 

1269 1570 2839 
一一--*-ーー

中央公民鈎 1138 142406 9 
2584 

京大半1 ， 1、~主主 416 20γ 
辻回ilT倣4申宝E 1004 1218 2222 

EぢE太llT平守公出反張官前官
902 1088 1990 

γ85 512 129γ 

li2山ニ湖 88γ 1049 1936 

車匝訪 公民館 1355 1709 3064 

兎
の
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と

二
つ
の
迷
信

食
べ
さ
ぜ
な
い
と
乙
ろ
が
全
国
い

た
る
と

r.ろ
に
あ
っ
て
、
当
時
大

い
に
困
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
.

元
来
、
一
ニ
つ
口
の
子
供
は
都
会
、

農
村
を
問
わ
ず
、
よ
く
見
ら
れ
る

一
種
の
口
の
崎
形
で
そ
の
形
が
見

の
口
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
兎

口
と
も
云
む
れ
、
決
レ
γ
兎

ω肉

と
は
何
の
関
係
も
な
い
、
い
わ
ば

塗
信

ω
一
つ
な
の
で
あ
る
，

と
乙
ろ
が
世
間
は
広
い
。
こ
れ

と
は
全
く
反
対
に
姓
娠
中
の
婦
人
一

に
兎
の
肉
を
食
べ
さ
ぜ
る
と
安
産

，

ず
る
。
」
と
云
っ
て
殊
更

ι兎
肉

を
お
産
聞
の
婦
人
に
食
べ
さ
せ
る

習
慣
れ
U

各
地
に
あ
る
か
ら
面
白
い

兎
が
た
く
さ
ん
の
子
を
宅
む
か
ら

お
そ
ら
ぐ
兎
肉
を
食
べ
れ
ば
人
間

も
安
産
す
る
で
あ
ら
う
、

一鬼
じ
あ

や
か
り
た
い
、
と
の
願
望
か
ら
で

あ
ら
う
。

い
ず
れ
も
ナ
ン
セ
ン
ス

な
科
学
的
根
拠
の
な
い
迷
信
で
あ

ろ
う
が
、
唯
、
前
者
よ
り
、
後
者

の
方
が
同
U
迷
信
は
迷
信
門
」
も
妊

娠
中
の
栄
養
の
必
要
位
か
ら
動
物

性
蛋
臼
め
多
川
一
見
内
を
食
べ
る
ζ

と
は
よ
い
乙
と
に
ち
が
い
な
い
。

「
二
兎
砂
追
う
も
の
は
一一見
を
得

ず。

)
の
諺
信
ま
も
り
、

今
年
も

余
り
欲
担
r
門
ず
一
つ
の
と
と
V
L
向

っ
て
遁
進
し
た
一げも
の
で
あ
る
。

兎
の
年
を
迎
え
、
一
言
、
新
年
の

お
喜
リ
を
申
し
あ
げ
た
次
簡
で
あ

ふ
。
〈
鴫
種
鶏
場
此

西
川
器
包


